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　昭和25年，26年及び27年に北海道各地に発生
した赤痢患者並びに保菌者から分離した赤痢菌の
菌型槍索を北海道立衛生研究所と協同で行ったの
でその槍査成績をとりまとめてここに報一告する。
　なお成績の一部はその都度北海道立衛生研究所
報に：報告した。1）・2）・
検査方法
　被槍菌株は道立衛生研究所或は当教室で分離したものの
ほか，全道各地の保健所，病院等から覚立衙生研究所へ逡
附されてきたものを含むのであるが，保健所の入的並びに
設備面での整備その他が進行中でまだ完備していないため
患者鍛の割に菌株の集まりはよくなかったが，これもある
意味ではJしむを得ぬことであろうQ年々増加の傾向にある
ことはかかる公衆衛生施設の進展の反映であろ．う、。
　患者並びに保菌者から分離した菌を先ずKligler培地に
培養し，赤痢菌の幕木的培養性状を示すことを確認してか
ら血溝学的性状並びに細か）・生物学的性状の槍査を行った。
血清学的検査は昭和25年，26年には日本学術振興会の分類
法3、による赤痢菌標準菌株の各菌型特異吸牧血清を用いて
菌型を決定しJ4）昭和27年には國際分類に從って決定：し，フ
レキシネル群では型並びに群血清を用いて菌型を決定した。
槍査の方法は載せガラス凝集反慮を主とし一部菌型決定の
困難なもの．については吸牧試瞼を行って菌型を決定した。
菌型決定に用いた血清はすべて肖家製で，何れも標準菌株
を用いて作られたものである（これについては文献51参照）。
　生物学的性状については厚生省衛生検査指針により次の
各・種検査を行ったQ
　形態及び染色性，蓮動性，淡水化物分解楡査1乳糖，萄葡
糖，マンニット，マルトー7），牛孚L凝個能，尿素分解能，
硫化水素産生能，インドール反：臆㍉　カタラーゼ反謄i，V．P．
反慮，M．R．反慮。
検査成績
　昭和25年は検査菌株135株でその菌型分類は第r表に
示すとおりである。
1♪　中Jil．大屋．オi直｛す：　耳ヒ幸毎道立名註f圭i三訂ひ「究所宰艮　1，52（H召26）．
2）中川・大寺・植竹：北海道立衙生研究所報2，24（1昭27）．
3）赤痢菌の奇類命名に関する規約：H本学術振興会第53
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　即ち川瀬菌が最も多く63株で1／2に近い数を示しでいる
が，この中には空知郡美流渡における集團発生の際に分離
された33蛛が含まれているので特に多数になっており，
從ってこの百分比もそのまま北海道全体の聴態を代表する
とは考えられない。次で駒込BIII菌3工秩，23．1％，昭禾n
菌27椋，．20．0％とつづき，以下駒込BI，大原，酉貢，中’
村菌の順になっていう。’なお以上の夕トに志賀菌が1蛛だけ
楡出された。L
　ll召和26年は槍査菌株620株でその南型分類は第2表に
示すとおりである。即ち駒込BIII菌が最も多く339株で，
54．7％を占め，次で川瀬菌153株，24．8％，H召和菌73株1
11．S％とつづきlt以下四貢，大原，中村，駒込BI，駒込A
菌の順になっている。帯廣保健所管内に川瀬菌のみ48株
〔他は昭和菌1株だけ｝が証明されているが1これは集園発
生によるのではないのみならず，’響廣市及び隣接町村を含
む廣い誉内から分離されたものであることは沈目される。
　昭和27年は検査菌株816株でその萬型分類は第3表に
示すとおりである。
第3表　昭和27年度分離赤痢菌々型
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註：　Sh．　dys．はShigella　dysenteriae．の略
　　　Sb．　flex．はShigella　flexneriの略
　　　その他は第1表に同じ。
　即ちSh．　fleX．2a菌（駒込BIII菌）が圧倒的に多く，
500綜，61．3％を占め，．次でSh．　flex．3a繭（川瀬菌）135
株，　16，5％，　Sh．．fiex．1b菌　（昭禾n菌）87ホ朱，　10．7％，　Sh．
sonnei菌（大原菌｝45株，5，5％とつづき，以下Sh．　fiex．
1a（中村），　Sh．　fiex．　var．　X．　Sh，　flex．4a（四貢），　Sh．　flex。
var 　Y　l駒込BI），　Sh．　flex．2bSh．　flex．3b，　Sh．　fiex．
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5（駒込A）’薦の順になっている。Sh，　fiex．2a菌株の申
には集團発生例が100株（瑚幌寸劇炭磯42例，北見國置戸
村工8例，雨龍炭磧40例）が含まれているが，　この100株
を除夕トしても，Sh．　fiex．2aは400橡で圧倒的に多い。
生物学的性朕の比較一特に年度に
　　　　よる差異について
　昭和25年ないし昭和27年に分離された歯株の中，川瀬
菌（或はSh．　fiex．3ha），昭禾n菌（或はSb．　flex．1b），駒込
BIII菌（或はSb．　flex．2a），中村菌（或はSh．　fiex．1a），
西貢菌，Sh．　fiex．　var．　X或はY，　Sh．　sonneiにおいては
インドール訓解陽性の菌株と陰’ヒヒの菌株とを認めた． iイン
ドール反憾検査はエ・一ルリッヒ雨晒によ恥培養は37。C　48
時間で槍べた）。
　これを菌型別，年度別にまとめたのが第4表である。
　この表に基づき，川瀬菌，駒込BI耳菌，昭和菌にっきそ
れぞれインドール反慮陽性菌株と陰性菌株の割合を年度別
に比較し，無相関槍定法荘しくはX2テストでしらべてみた。
それによると
第4表　イ　ン　ドー・ル反読
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　1）ll召和菌では昭和25年度と昭利26孟F度の差は5％の
危陰率でも有意とは認められないが，昭和25年度と昭和
27年度の差は0，01〈P〈O．02の危三三で有意の差ありと認
められる。但し昭和26年度と昭和27年度の問には5％以
下の危地率では有意の差は認められない。この成績から考
えるとインドール反慮陽性株の証明i率が囎加してきている
と思われる。
　2）駒込BIII菌については昭和25年度と昭和26年度
の問には有意の差は認められないが，昭和％年ア斐及び昭
和26年度と昭和27年度の岡には0．1％以下の危幽暗で有
意の差が認められる。換言すれば昭和26年度よりも昭和
27年度の方がインドール反鷹陽性菌株の証明率が増加し
ていると見られる。なお昭和26年度には長万部における
集閣発生10例，ll召和27年度には集團発生として，朋幌築
別多乏磯の42例，雨龍炭磯の40例，北見紐戸の18例，中
川村（名寄保健所税内）の8例が含まれているが，このうち
中川村の8例を除いて他は全都インドール反慮陰性である
から，これ等集閣発生例を考慮に入れて計算してもインド
ール反慮陽性例の増加とい5傾rfi1　ecは変りはないことにな
る。
ee美流渡の入口は約2，800入。昭和25年6刀北海道全
　　体の赤痢患渚冊出数は135，從って入「i1万当り患者
　　1入足らずの割である。すると2，SOOの入「1に対する
　　赤痢患者発生の確率は1入以下ということになる。そ
　3）川瀬菌では昭和25年度のインドール反慮陰性35　iijlj
の中33例が美流渡の集團発生で分離されたものなのでこ
れを除いて計算してみるとN昭和25年度と昭和％年度及
び昭利25年度と昭和27年度との問には何れも0．1％以下
の危瞼傘で有意の差が認められるが，Il召和26年度と昭和
27年度との問には5％以下の危瞼傘では有意の差は認めら
．れない。即ち昭和25年度1こ比べて昭和26年度及び昭和27
にはイヒドー・収慮陰性が多いことになる・、もっとも
これは前述の仮定に基づいて計算した結果であって，美流
渡の集團発生33例を加えて計算すると．少なくも5％以
下の危瞼率では各年度間に有意の差が認められないことに
なるのである。
総括並びに考按
　わが國における赤痢菌流行菌型の年次的な変遷
につV・ての報告6）一s）によれば，志賀赤痢菌は昭和
年代に入ってから内地では殆ど楡出されなかった
力呈，　絡職商〔fそ麦著しく士曾「力11し呼与に二区召禾［121f4三に二bjこ68
％四二病院の例），或v・は76．1％（城束病院の伊耳）
　れで33入全てを除夕トして計算してみることにした、
6）小脹：目本傳染病学会雑誌23，（9～IO）89（昭25）．
7，　聖翌川1：　公衆衛生　12（2），3　ω召2の．
S）落合＝ITI医新報1473，2355（ll召27）．
i
4巻5号 永Ji：・他一北海道において分離された赤痢菌の菌型 315
．
というような高率を示してV・る。志賀赤痢菌のこ
のような急激な増加の原因としては大陸における
流行菌株である志役赤痢菌が職雫中の元元及び絡
職による外地からの復員引揚に伴なって内地に移
入されたものと考えられてV・る。しかし志賀赤痢
菌は’?１22年以降減少の一途：をたどり昭1・［1　24
年以後は流行菌株として殆ど認められなくなっ
た。
　一方駒込BIII菌は昭和23年頃から流行菌株と
して次第に増加し特に昭和25年には圧倒的な増加
を示して流行菌株の子牛を占めるに到り，次いで
昭和26年，9）一11）27年とびきつづいて一二増加の
傾向を示したのである。
　これは全國的な傾向で，例えば東京都の場合，昭和25年
53．7％，　昭和26年82．4％であり，名古屋城東病院の例で
は昭和25年77．0％，昭和26年7719％となっている。その
外，織浜，12）…斬潟，13）金沢，14）示1順，15）和歌山，16）佐賀17）の各
地における昭和26年の報告は何れも駒込BIII薗が流行菌
株の60～80％を占めていることを示している。また昭和26
年に予研s）で全書から集まった458’一kについて茜型分布を
しらべた成績も，Sh．　flex．2a（駒込BIII）菌が296株と過
牛数を占めている。
　北海道においては前記の如く昭和25年には川瀬
菌の方が駒込BIII菌よりも数多く叩出されたが，
このなかには前記の如く美流渡における集團発生
が含まれているので，この時の百分比はそのまま
受取るわけにはゆかなV・。札幌市の菌型は最も多
種に分布しているし，またそのなかには大きな集
計発生例も含まれていないのであるが，その分布
によるとやはり駒込BIII菌が最も多く検出され
ている。もっともそれにしても全道的に：見て川瀬
菌は相当多数槍出されてv・るのであって川瀬菌の
多V・ことも注目されることである。
　昭和26年には駒込BIII菌が流行菌株の過二丁
を占めるに到り，次で昭和27年もSh．　flex．2a
（駒込BIII）菌が更に増加の傾向を：示し全國的な傾
向に一致してV・る。
　今これらの関係について推計学的検討（X2テストまたは
『無相関検定法による）を加えてみると次のよ5になる。
　駒込BIII薗（或はSh．　flex．2a）においては，集計された
数字のままで，各年相互の間の比較をしてみると，昭和25
年と昭1’rl　26年，　昭禾rl　26身三とH召禾027年，　昭禾n　25年とil忍禾rt
27年何れの問にも0，1％，5％，0ユ％の油桐傘で有意の差
が認められる。しかし集計された数字の中には明かな集團
発生の例も含まれているので，そのような例，（昭和26年の
長万部における駒込BIII菌ユ0例，昭和27年の野幌築別
炭醗42例，雨龍炭薇40例，北見置戸］8例，中川村S例
‘何れもSh．　fiex．2a萬））を除外してみると，それでも昭
和25年と昭和26年，　1昭利25年とll㍊和27年の問には1％
以下の危瞼i挙で有意の差が認められる。　ただ昭和26年と
1111和27年の問には有意の差は認められない。結局昭和25
年に比べると昭和26年，27年の方が駒込BIII菌が増加し
ていると認められるが，昭和26年と昭和27年を比べた場
合には増加しているとはいい切れない。
　大原菌（或はSb．　sonnei）では昭和26年と昭和27年の
聞には1％の危瞼率で有意の差が認められるが，他面昭和
．25年と昭和26年，昭禾ll　25年と昭和27年の問には有意の
差が認められないから，眞に増加の傾向をとるものか否か
．は今後の駅況を見なければわからない。
　絡戦後一時減少した赤痢が昭和25年から再び
増：引し，昭和26年には更に急激に糟越して來た
のは課口的な傾耐9）であるが，昭和27年は一陣
増加の傾向が見られた。北海道の赤痢患者発生歌
況も同様の傾向にあり，昭禾II　25年，1，115名，昭
禾l126年3，604名，昭和27年，3，808名を示してい
る。
　次にもう一つ氣付かれた点は同一一菌型の菌株に
おけるインドール反慮の茱異である。前述のよう
に昭和菌（或V・はSh．　flex．1b），駒込BIII菌（或い
ばSh．壬lex．2a）でぽ幅下rl　25年より昭和27年の
方が明かにインドール反慮陽性の菌株の証明i率が
高くなってきてV・る。また川瀬菌（或V・はSh．flex・
3 ）については前述のように集関発生例を除いて
比べるとインドール反慮陰性数が昭和25年より
昭和26年，27年の力が多くなってV・る。
9）　マ客合：　1ヨ医新幸艮　1364，　1552，（日召25）．
10）落合：日医新報1471，2183，1昭27）．
11）　TJ「1「～）　：　公衆術生　11　（3），29　（li召27），
】2）助川・町田：公衆衛生11（2），52（昭27）．
13）　循ζJTi・青山Lオ司幽＝　新湖詰県系循fき1三試験戸斤集計會主少霊罫…（Il召26）．
14）中村・田代：十全医学会雑誌53（4～6），329（昭26，。
15）堀・lk崎・鈴木・櫓住＝公衆戸出11（2），54（ll召27）．
16）森・熊野・水島：和歌山医学2（3），208C昭26）．
17）　1ノ』「亦寸曽・藤西ミ：　公衆循f生　11　（2），55　（H召27，．
1S）　而葺見・中谷●p1Ill・佐IJ［：　公衆千護行生11〔2），61　印盈27，．
19）館林：公衆術生10　C6），441昭26）．
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　イ．．ンドール反慮は槍査の方法により，また培養
時闇によ’り異なるから，われわれの検査で陰性の
ものも別ゐ方法或いは培養日数を更に延長すれば
或いぼ陽性を示すかも知れなV・が，そしてそのよ
うなことがあるとしても，一定の術式で一一定の培
養時問で相対的に比較することは何等弟支えない
ことと考えられる。且つまた集團発生の際分離さ．
れた菌株についてしらべてみると，インドール反
慮成績は全く一致しており，匠々の成績が示され
るζとはなかったのであ？て㍉それ稚不安定な性
欺とも恩われない。このような点から考えると上
述のように年度によリインドール反慮陽性或いは
陰性の菌の証明率が異なるということは事実とし
て一慮注目されてよV・と思う。もっとも何故かか
る変遽が起ってきたかについてぽ幾つかの可能性
の老えられるところであって｝も5，少しデー一　］の
集積ずるのを＊つ必要があろう。將來何かの役に
立つかも知れぬという意味でここには成績だけを
あげておく。
結 論
　1・昭和25，26，27年の3箇年隅に北海道で分
離された赤痢菌の菌型を年度別，地方別に括めた。
　2．昭和25年には川瀬菌，駒込BIII菌，昭和
菌似下略）の順であったが，昭和26年及び昭和27
年には駒込BIII菌，川瀬菌，昭和菌（以下略）の順
であった。
　3・駒込BIII菌は，昭和25年に比べると昭和
26年，昭和27年の方が増加してV・る。　しかし昭
和26年に比べて昭和27年の方が増加．していると
は認められない。
　4．同一菌型の菌株rL　tsけるインドーノレ反慮陽
性或いは陰性の証明率が年度により差異のある事
実を認めた。　　　　　　　（昭和28．8．28受付）
Summary
　　Shigella　strac　ins，　which　were　isolated　from　d｝rsentery　patients　and　carriers　in　Hokkaido　from
1950　to　1952，　were　identified　as　to　types　and’subtypes．　The　results　are　summarized　in　the　table
below・
TYPE　or　SUBTYPE
Sh．　dysenteriae
　　））
Sh．　flexneri
　　）」
　　）？
　　））
　　7）
　　lp
　　）7
　　）1
　　））
　　7e
　　77
　　”　var・X
　　”　var．　Y
Sh．　sonnei
TOTAL
?????????? ?
1950
Number
　ogstralns
?
」
????
63・
2
5
130r
O．7
O．7
20．0
23．1
46．6
1．5
3．7
1951
Number
　o＃
strains
13
73
339
153
IS
1
％
2．1
11S
54．7
24，8
’2．9
0ユ
1952
Number
　ofstrains
　｛
14
620
???
17
9，7
500
　3
ユ35
　1
　9
1
11
・7
45
816
％
2r1
10．7
61．3－
O．4
16．5
0．1
ユユ
OJ
?????「
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　　　　In　1950　the　most　frequently　isolated　subtype　was　Shigella　flexneri　3　a，　followed　by　Sh．　flex．
2a　and　Sh．　flex．　1　b　in　order．　（Other　types　or　subtypes　are　omitted　as　the　number　of　strains　are
negligible）．　ln　1951’and　1952，　however，　the　rnost　frequent　subtype　ivas　Sh・　flex・　2　a，　followed
bv　Sh．　flex・　3　a，　Sh・　flex・　l　b　and　others　in　order．　The　statistica1　a‘nalysis　revealed　that　Sh．
flexneri　2　a　increased　in　rate　of　frequency　in　1951　andユ952　as　compared　with　in　1950．
　　　　Beside　the　above，　it　was　found　that　the　ratio　of　nurnber　of　indole　positive　strains　to　that
of　indol　negative　strains　within一　one　and　the　same　subtype　changed　with　the　year．　ln　both　Sh．
flex．　2　a’and　Sh．　flex．　1　b，　iridole　positive　strains　increased　in　rate　of　frequency　in　195D一　as　co－
mpared　with　in　1950．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Aug．　2S，　1953）
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